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４. 部下の自尊感情を高める
（１）自分には価値があると感じることで、自尊

　　感情が高まる

（２）部下が気づいていない自分の強みを気づかせる

（３）部下の弱みを知る

５. 部下の自己効力感を高める
（１）自己効力感の高い部下は主体的に動く

（２）部下の成功をほめ、自己効力感を高める

（３）部下のお手本（ロールモデル）になれるよう

　　にする　

６. チームのレジリエンスを高める
　　～心理的安全性

※心理的安全性とは「メンバー一人ひとりがチー

　ムに対して気兼ねなく発言できる、自然体で

　いられる環境・雰囲気」を指す

（１）チームのレジリエンスの鍵を握るリーダー

（２）「安心して自然体でいられる職場」がチーム

　　のレジリエンスを高める

（３）失敗してもよいから挑戦することを推奨する

（４）自己開示をする

（５）情報共有・意見交換の場を設ける

７．まとめ

１. リーダーに求められる
　　　レジリエンスとは
（１）レジリエンスとは～「精神的回復力」

（２）リーダーは自分・部下・チームのレジリエン

　　スを高める

（３）リーダーにレジリエンスが求められる理由

２. 自分のレジリエンスを高め、
　　　壁を乗り越える
（１）まずは自分のレジリエンスを高める

（２）レジリエンスを高めるための３つのポイント

（３）捉え方を変え、気持ちを切り替える～感情

　　コントロール

（４）自信を持ち、強みを活かす～自尊感情

（５）自分の成長を感じ、成長チャンスを増やす

　　～自己効力感

３. 部下の感情コントロールを
　　　サポートする
（１）リーダーは部下が気持ちを切り替えられる

　　ようにサポートする

（２）部下が何に悩んでいるのかを理解する

（３）部下の思考の傾向を知る

○具体的な説明やアドバイスがあり、ありがたかっ

た。まずは自分からレジリエンスを高めていき、

周りも共に高めていけるように努めたい。自分

のことを考え直す良い機会になった。（運輸業・

女性）

○ワークを入れながらの研修で、現状を振り返り

ながら、今後どのようにしていけばいいのかを考

えることができた。職場で部下の良いところを

見つけ、能力をのばして行けたら良いと思いま

す。時間もちょうど良く、良かったです。（製造

業・女性）

○長時間の研修だと思っていましたが、順序よく

説明を受けることで、あっという間に感じました。

認められることが能力を発揮できることに繋が

ると思いますので、よく見てほめて（具体的に）

いきたいと思います。少人数でしたが、じっくり

考え他の方の話もしっかり聞くことができまし

た。休憩時間も講師が気さくに話しかけてくだ

さったので、講義中もリラックスして話すことが

できました。しっかり業務に活かしていきたい

と思います。（医療福祉・女性）

昨年度の受講者の感想から


